模擬授業の進め方
「教科指導実践演習Ｂ」

担当　栗栖，浅井

１，模擬授業は10分間
２，題材は自由（自分の専門教科，校種）

３，指導案の作成　

　（HP上の「学習指導案例」を参考に略案を作成する）

【本時の展開】部について

　導入・・・学習者の心をしっかりつかむこと

　展開・・・学習者の「考える場面」を必ず設定すること

　終末・・・できれば学習者にまとめさせること

４，教材の作成

　　ワークシート，カード，図表，その他必要な資料など

５，板書

　　　板書は最大でも黒板１枚とし，書いたものは消さないこと。（掲示にはマグネット必要）

筆順，チョークの持ち方に注意すること。

６，模擬授業の進行

　　＊模擬授業は，内容を精選し全体を10分で行う。

	教師役
	子ども（児童生徒）役
	参観役

	・提示物，配布物等の準備　

・設定学年，題材の説明

・事前の学習事項の説明　

　　　　　　　　　　　　 ２分間

○授業開始　～　終了　　　　　　    

                         10分間
	・活発に発言し，つま

ずく子どもを演じる，
	・授業コミュニケーショ

ンを分析する

	　○討議・意見交換　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　教師役，子ども役から　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　７分間

　○教員コメント　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　  ６分間

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  合計25分間


７，その他：　

　　　　　　・授業者は，「参考意見を踏まえ，『模擬授業振り返り』を作成し，翌週に提出する。（HP

　　　　　　上の「模擬授業振り返り」を使用）

　　　　　　・リハーサルは，少なくとも３回はしましょう。

・タイマーで計時

８，グループ分け　

